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Ohshima-Kusuo Report 

わ
た
し
た
ち
に
、
で
き
る
事 

宮
古
市
魚
市
場
は
津
波
に
よ
り
全
壊
す
る
甚

大
な
被
害
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
翌
月
に
は
市

場
業
務
を
再
開
す
る
な
ど
、
地
域
の
復
興
に
多

大
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
荷
捌
き
場

所
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
現
在
拡
張
工
事
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
岩
手
県
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
の
会
長
な
ど
現
場
の
方
々
と
、
水
産
加

工
業
に
お
け
る
人
手
不
足
・
材
料
不
足
の
状
況

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

参
議
院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
の
理
事
と
し
て
、
２
月
２０
日
、

２１
日
の
２
日
間
、
岩
手
県
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お

け
る
復
旧
・
復
興
状
況
等
の
実
情
を
調
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

二本松・本宮両市議会議員および市民との意見交換 

二本松北小学校の下層視察 

2017.03 月号 

【連絡先】 

 民進党参議院比例区第 37総支部 

参議院議員 大島九州男 

□福岡県直方市感田 1466-3 
     電話 0949-28-8162 

□東京都千代田区永田町 2-1-1 
     参議院議員会館９１０号室 

      電話 03-6550-0910 

✓ 

あ
の
震
災
か
ら
６
年
が
経
ち
ま

す
。
時
の
経
過
と
と
も
に
、
日
常
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
人
も

多
い
反
面
、
ま
だ
ま
だ
困
難
な
状

況
の
中
、
復
興
へ
の
長
い
道
の
り
を

覚
悟
し
な
が
ら
も
、 

必
死
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。 私

、
大
島
九
州
男
は
、
参
議
院

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員

会
・
理
事
お
よ
び
民
進
党
「
次
の
内

閣
」
ネ
ク
ス
ト
復
興
副
大
臣
と
し

て
、
現
状
の
意
見
等
を
現
場
で
直

接
聴
い
て
政
府
の
「
復
興
基
本
計

画
」
等
を
現
状
の
実
態
に
合
わ
せ
て

手
直
し
を
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。 

現
地
で
視
察
し
、
意
見
交
換
を

続
け
た
上
で
住
民
が
普
通
の
暮
ら

し
を
実
感
で
き
る
政
策
の
実
現
を

め
ざ
し
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

3.11 

2011.3月 
震災当時 

山
田
病
院
は
震
災
の
翌
日
か
ら
外
来
診
療
を

再
開
し
、
平
成
２３
年
７
月
に
は
仮
設
診
療
所
を

設
け
診
療
を
継
続
す
る
な
ど
、
地
域
医
療
の
維

持
・
確
保
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
２８
年
９
月
よ
り
、
新
病
院
で
の
入
院
及
び
外

来
診
療
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
病
院
長
な
ど

現
場
の
方
々
と
、
常
勤
医
師
・
当
直
医
や
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
重
要
な
課
題
に
あ
る
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

被
災
し
た
町
内
の
小
・
中
学
校
を
統
合
し
、
小
中
一

貫
教
育
校
と
し
て
新
た
に
開
校
し
た
も
の
で
あ
り
、
平

成
２８
年
９
月
に
新
校
舎
が
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
新
校

舎
は
町
産
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
、
災
害
緊
急
時

に
お
け
る
学
校
機
能
の
継
続
性
と
避
難
所
機
能
の
充
実

に
配
慮
し
た
設
計
が
行
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
と
し
て
の
機
能
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
か
ら
、
復
旧
・
復
興
の
た
め

の
財
政
支
援
の
継
続
と
財
源
確
保
、
防
災
集
団
移
転
促

進
事
業
の
移
転
元
の
活
用
等
六
項
目
に
わ
た
る
要
望
書

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

宮
古
市
魚
市
場 

県
立
山
田
病
院 

町
立
大
槌
学
園

民
進
党
東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
推
進
本
部
の
副
事
務
局
長
及
び
、
ネ
ク
ス
ト

復
興
副
大
臣
と
し
て
、
２
月
１８
日
、
福
島
県
二
本
松
市
へ
訪
問
し
ま
し
た 

校
庭
下
層
に
あ
る

汚
染
土
壌
を
掘
り
起

こ
し
て
、
双
葉
町
の

中
間
貯
蔵
施
設
予
定

地
内
の
保
管
場
所
へ

輸
送
す
る
作
業
を
視

察
し
、
市
役
所
の
担

当
者
か
ら
説
明
を
聞

き
ま
し
た
。 

市
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
で
は
、
風
評
被
害

に
つ
い
て
、
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
風
評
被
害
が

消
費
者
の
レ
ベ
ル
で
な
く
途
中
の
流
通
業
者
の
問

題
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
分
か
る
の
で
は
な
い
か
と

の
指
摘
や
、
自
主
避
難
に
つ
い
て
、
二
本
松
市
と

し
て
六
百
人
全
員
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て

２
年
の
時
間
を
か
け
て
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

帰
還
に
結
び
つ
け
た
い
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。 

市
民
と
の
意
見
交
換 

会
で
は
、
参
加
者
か
ら 

福
島
第
２
原
発
の
廃
炉
、 

山
林
の
除
染
、
農
業
用 

た
め
池
の
除
染
、
子
ど 

も
た
ち
の
甲
状
腺
・
白 

血
病
の
実
態
調
査
、
若 

者
の
人
口
流
出
、
風
評 

被
害
へ
の
対
処
等
の
様 

々
な
要
望
が
出
さ
れ
ま 

し
た
。 

 

 

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
案 

～
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
に
つ
い
て
～ 

２
月
１０
日
、
民
進
党 

復
興
部
門
合
同
会
議
に
お
い

て
、
今
国
会
提
出
さ
れ
た
「
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
に
つ
い
て
復
興
庁
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
帰
還
困
難
地
域
の
復
興
・
再

生
を
推
進
す
る
た
め
、
帰
還
困
難
地
域
内
に
、
避
難
指

示
を
解
除
し
、
帰
還
者
等
の
居
住
を
可
能
と
す
る
こ
と

を
目
指
す
区
域
（
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
）
を
定
め

る
と
し
て
い
ま
す
。 

大
島
九
州
男
は
、
町
作
り
の
理
念
と
し
て
子
ど
も
の

未
来
の
た
め
永
続
的
に
居
住
し
て
い
け
る
こ
と
が
大

事
と
考
え
、
も
と
も
と
帰
還
困
難
区
域
は
「
将
来
に
わ

た
っ
て
居
住
を
制
限
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
区
域
」

と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
子
ど
も
が
安
心
し

て
戻
れ
る
区
域
設
定
が
で
き
る
の
か
等
の
疑
問
を
呈

し
ま
し
た
。
未
来
に
責
任
あ
る
町
作
り
の
理
念
に
沿
う

形
で
で
き
る
の
か
、
注
視
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆
様
の
お
声
を
国
政
に
！ 
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決
算
委
員
会
の
筆
頭
理
事
と
し
て 

宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
・
熊
本
県
へ
視
察 

参
議
院
決
算
委
員
会
の
筆
頭
理
事
と
し
て
、
２
月
１６
日
、
１７
日

の
２
日
間
、
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
・
熊
本
県
に
お
い
て
、
国
会
財

政
の
経
理
及
び
国
有
財
産
の
管
理
に
関
す
る
実
情
を
調
査
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

 

航
空
大
学
校
の
視
察 

 
宮
崎
市
に
あ
る
独
立

行
政
法
人
航
空
大
学
校

は
、
我
が
国
唯
一
の
公
的

な
操
縦
士
養
成
機
関
で

す
。
増
大
す
る
航
空
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

３０
年
か
ら
学
生
定
員
を

拡
大
し
ま
す
。 

 

三
反
園
鹿
児
島
県
知
事
と
意
見
交
換 

 

県
庁
を
訪
問
し
、
今
後
の
県
政
ビ
ジ
ョ
ン
、
雇
用
の
創
出
、

地
域
活
性
化
の
具
体
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
２
４
時
間
体
制
で
桜
島
等
の
観
測
し
て
い
る
気
象
庁
鹿

児
島
地
方
気
象
台
を
視
察
し
、
専
門
職
員
の
配
置
状
況
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
平
成
２８

年
４
月
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
に
よ

っ
て
、
九
州
新
幹
線

の
脱
線
、
豊
肥
線
沿

線
の
斜
面
崩
落
な

ど
の
甚
大
な
被
害

か
ら
の
復
旧
に
努

め
て
い
る
Ｊ
Ｒ
九

州
鹿
児
島
支
社
を

視
察
し
ま
し
た
。 

川
内
原
子
力
発
電
所
の
視
察 

 

薩
摩
川
内
市
の
九
州
電
力
川

内
原
発
は
、
国
内
で
稼
働
し
て

い
る
２
カ
所
の
原
発
の
う
ち
の

一
つ
で
、
現
在
、
緊
急
時
対
策

棟
な
ど
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
熊
本
地
震
が
発
生
し
、

原
発
の
安
全
対
策
を
早
急
に
対

応
す
べ
き
重
要
課
題
で
、
地
元

の
市
長
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

熊
本
城
・
益
城
町
の
視
察 

 
熊
本
地
震
に
よ
り
、
多
く
の
石
垣
や
漆
喰
の
崩
落
、
各
種

建
造
物
の
倒
壊
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。
復

旧
に
は
２０
年
と
い
う
長
い
期
間
と
多
額
の
費
用
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。 

 

熊
本
地
震
で
最
大
震
度
７
を
観
測
し
た
益
城
町
は
、
多
く

の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
一
万
二
百
八
棟
の
家
屋
の
被
災
な

ど
甚
大
な
被
害
で
し
た
。
県
内
最
大
規
模
の
仮
設
住
宅
で
あ

る
テ
ク
ノ
仮
設
団
地
を
視
察
し
、
入
居
者
の
方
々
等
と
意
見

交
換
し
ま
し
た
。 

九
州
電
力
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
原
発
の
安
全
対
策

に
四
千
億
円
を
超
え
る
費
用
を
投
じ
、
今
後
も
維
持
管
理
に

多
額
に
費
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

理
振
議
連
を
開
催 

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
つ
い
て 

今
回
の
改
訂
に
お
い
て
、
主
な
改
善
事
項

に
、
理
数
教
育
の
充
実
、
外
国
語
教
育
の
充
実
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
含
む
情
報
活
用
能

力
が
あ
り
、
理
科
教
育
振
興
、
学
習
塾
な
ど
、

多
く
の
関
係
団
体
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

２
月
２７
日
、
理
数
・
科
学
技
術
教
育
推
進
議
員
連
盟
を
開
催

し
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
が
、
幼
稚
園
教
育
要
領
、
小
・
中
学
校

学
習
指
導
要
領
等
の
改
訂
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
か
ら
意
見
聴
取

し
、
関
係
団
体
及
び
議
員
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

塾
関
係
者
の
セ
ミ
ナ
ー 

国
会
見
学
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
皆
様 

 

テ
ニ
ス
日
本
リ
ー
グ
観
戦

雄
飛
会
の
会
報
誌 

年
頭
あ
い
さ
つ 

２
月
８
日
、
大
手
学
習

塾
主
催
の
民
間
教
育

経
営
者
の
た
め
の
経

営
開
発
ク
ラ
ブ
の
エ

イ
ス
ウC

lu
b

の
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ご
挨
拶
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

２
月
８
日
、
ブ
ラ
イ
ダ

ル

関

連

異

業

種

の

方
々
が
加
盟
す
る
一

般
社
団
法
人
ブ
ラ
イ

ダ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

の
皆
様
が
、
国
会
事
務

所
に
来
ら
れ
、
国
会
見

学
等
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
記
念
に
、
ク
リ
ス

タ
ル
ガ
ラ
ス
の
時
計

を
作
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

２
月
１０
日
、
実
業
団

チ
ー
ム
戦
の
第
３１
回

テ
ニ
ス
日
本
リ
ー
グ

を
観
戦
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
島
九

州
男
は
、
学
生
時
代
は 

選
手
及
び
コ
ー
チ
と
し
て
、
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
は
テ
ニ
ス
教
室
を
開
き
指
導
す
る
等
、
テ

ニ
ス
と
ず
っ
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
主
催
者
や
運
営
の
関
係
者
の
皆
様
と
、

意
見
交
換
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

学
校
法
人
日
本
航
空
学
園
の
雄
飛
会
連
合
会
会

長
と
し
て
、
会
報
誌
に
年
頭
の
ご
挨
拶
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

雄
飛
会
は
、
学
生
、 

生
徒
を
親
の
立
場
で 

支
え
る
保
護
者
の
会 

で
す
。 


